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図1．大尽内川で捕獲された抱卵ヤマメ（河川残留型雌）．

表1．北海道の河川で確認された抱卵ヤマメ．

場所 尾叉長（範囲） 年齢 個体数 採集年 情報源

良瑠石川 21.7cm(18.9～23.2cm)*3 2+ (3 年魚) 7 1936 年 6 月 佐野(1968)

十勝川支流佐幌川 21.9cm 2+ (3 年魚) 1 1979 年 6 月 山代・高山(1980)

胆振地方の８河川 20.2cm(14.5～27.2cm) 1～2+(2～3 年魚) 34 2003-2006 年 斎藤ら(2007)

人住内川 31.8cm 4+ (5 年魚) 1 1999 年 9 月 著者ら（未発表）

戸切地川 23.0cm 1 2006 年 10 月 遠藤（未発表）

大尽内川 21.4cm(19.0～23.1cm) 1+ (2 年魚) 8 2007 年 9 月 著者ら（未発表）

大尽内川 22.7cm 2+ (3 年魚) 1 2008 年 9 月 著者ら（未発表）

二越川 24.0cm 2+ (3 年魚) 1 2008 年 9 月 著者ら（未発表）

琴似発寒川 数尾 1993 年 森田（釣行記録）

*3良瑠石川の尾叉長は全長から換算した．
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はじめに

｢ヤマベ*1 の母親はサクラマスである｣．過去に

は差異論争があったが（半田 1965），北海道の釣

り人であれば，もはや常識であろう．川に棲むヤ

マメと海で巨大化したサクラマスでは，その容姿

は大きく異なるので，昔の人が別種と考えたのも

無理はない．その一方で，雄の中には，海へ下ら

ずに，ヤマメのまま父親となる個体がいることも

よく知られている．しかし，雌にあっても，100％

がサクラマスになるわけではなく，まれに卵を持

った抱卵ヤマメが出現し（図 1），新聞などをに

ぎわせる．例えば，昔の北海道の川を垣間見るこ

とができる「秘境釣行記（今野保著）」には，昭

和初期の静内川で40 cmを超す抱卵ヤマメが釣れ

た様子が克明に記されている．本稿では，北海道

で見られる抱卵ヤマメについて話題提供したい．

抱卵ヤマメの出現機構

北海道における抱卵ヤマメの出現機構は，大き

く分けて 3 つのパターンが考えられる．これまで

の記録を例にしながら（表 1），それぞれの出現

機構について説明しよう．

1. 滝などの上流に隔離された個体群（陸封型
*2）

北海道の場合，サクラマスが遡上できない滝や

砂防堰堤の上流には，普通ヤマメがいない．しか

し，ごく稀に，陸封型のヤマメによって個体群が

維持される場合がある（石田 1972）．北海道南西

部を流れる良瑠石川には，河口から約 2 km 上流

に落差 13 m の滝があり（図 2），その上流域に下

流の個体群とは隔離された陸封型ヤマメが生息す

ると知られていた（佐野 1968; 遠藤 2007）．これ

は，滝が形成された後，運よく適応し，長い年月

*1 北海道民のヤマメの通称．
*2 陸封型，河川残留型，河川型の定義は前川(2004)に従った．

をかけて遺伝的に特化することで，存続してきた

と推測される．同様の例としては，青森県の大畑

川の赤滝上流にも陸封型ヤマメが生息することが

知られており，スギノコと呼ばれて保護されてい

る（原子・村井 1994）．国外のサケ科魚類におい

ても，滝の上流に生息する陸封型の個体群は，先

天的に海に下り難いことがよく知られている．

現在，陸封型ヤマメの正式な記録が残っている

北海道の川は，良瑠石川だけである．しかし，良

瑠石川の陸封型ヤマメはもういない．滝の上流域

は放流されたニジマスに置き換わった．ニジマス

は 1980 年代には確認され，陸封型ヤマメは 2000

年まで確認されていたが，2005 年時点ではニジ

マスのみが高密度で生息する川となった（遠藤

2007）．

2．著しく成長条件が良かった個体（河川残留

型*2）

サクラマスが海から遡上できる川であっても，

稀に抱卵ヤマメが出現することがある．これらは，

何らかの要因で，川での成長が著しく良かった個

体と考えられる．

八雲町を流れる人住内川において調査をしたと

き，降海型のサクラマスに混じって，31.8 cm の

抱卵ヤマメが 1 尾捕獲された．お腹を押すと卵径
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図2．せたな町を流れる良瑠石川の滝（遠藤辰典氏撮影）．

5.16 mm（± 0.17 SD, n = 23）の成熟卵が確認でき

た．この抱卵ヤマメについて，鱗の年輪間隔を計

測することにより，各年齢時の尾叉長を推定した

結果，0+歳で 14.1 cm，1+歳で 19.4 cm，2+歳で

23.2 cm，3+歳で 28.2 cm であった．同時に採集さ

れたヤマメ 0+歳の尾叉長は 8.1 cm（± 1.7 SD, n =

39）であり，抱卵ヤマメの成長が著しく優れてい

たことが伺える．また，この抱卵ヤマメは，鱗の

産卵記号から前年も産卵した可能性があった．サ

クラマスは産卵後死亡するが，抱卵ヤマメは産卵

後も死亡せず，3 回位まで産卵する可能性がある

という（大野 1933; 木曾 1996）．

松前町を流れる大尽内川において調査をしたと

き，降海型のサクラマス１尾とともに抱卵ヤマメ

8 尾が捕獲された．これらの抱卵ヤマメの孕卵数

は平均 371 個（範囲 225～529 個）であった．捕

獲された抱卵ヤマメは全て 1+歳で，雄をふくめ

て，捕獲された 1+歳魚の全てが成熟していた．

また，0+歳魚は全く捕獲されず，生息密度は著し

く低い状況であった．憶測ではあるが，前年はサ

クラマスが遡上しなかったか，遡上したとしても

繁殖に失敗したため，著しい生息密度の低下が生

じ，その結果，ヤマメが伸び伸びと育ち，多くの

抱卵ヤマメを生み出したと考えられる．さらに，

本河川の夏季最高水温は 21℃であり，松前半島

という北海道では温暖な気候も抱卵ヤマメの出現

に関係したのかも知れない．

3．本州から移植放流されたヤマメ（河川型*2

または陸封型）

ヤマメの分布南限は台湾で，日本では九州以北

にヤマメが生息する．しかし，関東以南のヤマメ

は，明確な物理的障壁がない場合でも，サクラマ

スにはならず，河川型のヤマメとなるものが多い．

また，本州では陸封型のヤマメも出現しやすい．

このような先天的にサクラマスになり難い本州系

のヤマメは，一生を川で過ごすので尺ヤマメにな

りやすく，内水面の遊漁目的で放流されることが

多い（真山 1990）．正式な記録が残っていること

は多くないが，北海道の河川にも本州系のヤマメ

が放流されている（淡水魚保護協会 1994）．その

中の一つに，札幌市の発寒川が含まれていた．学

生時代，琴似発寒川でヤマメ釣りを楽しんだ経験

があり，尺超えの抱卵ヤマメも釣った記憶がある．

近年，道内各地で抱卵ヤマメの情報を得ることが

あるが，在来の抱卵ヤマメなのか，それとも，放

流された本州系の抱卵ヤマメなのか，判別するの

はなかなか難しい．

ところで，ヤマメの亜種にアマゴという魚がい

る．ヤマメの体側に朱点が散りばめられた美しい

魚である．アマゴも海に下ってサツキマスになる

ものもいるが，その多くは一生を川で過ごす．本

来，アマゴは西日本の太平洋側に分布するが，近

年，移植放流により日本全国に分布を広げている．

北海道においても，オホーツク海に注ぐ常呂川に，

遊漁目的で 1987～1990 年にかけて長野県産のア

マゴが放流された．DNA の分析によって，常呂

川一帯には，アマゴの遺伝子が浸透したヤマメが

生息すると報告された（中尾 2008）．アマゴの遺

伝子が浸透したヤマメがどのような生活史型にな

るのか不明であるが，抱卵ヤマメが出現しやすく

なる可能性も考えられる．

抱卵ヤマメとサクラマスの遺伝的関係

ここで，サケ科魚類に見られる陸封型，河川残

留型，河川型，降海型の遺伝的関係について整理

しよう（図 3）．滝上流に生息する陸封型や本州

で多く見られる河川型は，遺伝的に降海型になり

難い性質を備えている場合が多く，その子供は先

天的に降海型になり難いことがふつうである．一

方，降海型が遡上する川で見られる河川残留型は，

その川の降海型と同じ遺伝的集団であり，河川残

留型の子供も多くが降海型になると考えられる．

早栗（1936）は，飼育実験によって，降海型を両

親とするヤマメも，河川残留型を両親とするヤマ

メも，ほぼ同じ割合で降海型（あるいは河川残留

型）になることを報告している．そして，川での

成長が良いと後天的に河川残留型になりやすいこ

とが知られているが，これらの生活史分岐に一定

の遺伝性があることも事実である（下田 2003; 森

田・森田 2007）．また，サクラマス（ヤマメ）の

場合，川による遺伝的差異も大きい（Okazaki

1990）．

以上，述べてきたとおり，抱卵ヤマメからサク

ラマスが生まれるかどうかは，その状況によって

異なるであろう．生活史型によって遺伝的に異な

るというのではなく，川（個体群）によって遺伝
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図3．降海型サクラマスと抱卵ヤマメ（河川残留型，陸封

型，河川型）の遺伝的関係（概念図）．黒横線の長

さは遺伝的な違いの大きさを示し，円グラフは川特

有の抱卵ヤマメが出現する割合を示す．

的に異なると考えると理解しやすいのではないだ

ろうか（図 3）．

むすびに

今回，北海道の抱卵ヤマメという，稀な存在に

ついて話題提供させて頂いた．サケ科魚類の生活

史は変化に富み，どのような適応的意義で進化し

たのか古くから研究者を虜にしてきたし，今後も

それは変わらないだろう．北海道のヤマメは，1+

歳の春に銀毛して海に下り，2+歳の春にサクラマ

スとなって川を遡上し，3 年魚として一生を終え

る，というのが一般的である．しかし，宗谷地方

では 3+歳で銀毛するヤマメも報告されているし

（Hayano et al. 2003），個人的には 1+歳で遡上し

た雌のジャックを捕獲したこともある．これらの

例は極端ではあるが，本来ヤマメが持つ生活史多

様性の一端を示しているとも考えられる．画一化

された種としてのヤマメを守るだけではなく，彼

らの多様な生き方を守って行くことが，今後の望

ましい姿かもしれない．最後に，本稿をまとめる

にあたり貴重な情報を頂いた斎藤寿彦氏と遠藤辰

典氏に感謝申し上げます．
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